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ロバート・モリソンとその『通用漢言之法』
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はじめに

　ロバート・・モリソンおよびその著訳である6大老の『英華字典』や，最初の

中国語訳聖書で完訳の『神天聖書』などにっいてはたいへん注目され，多くの

研究業績が挙げられている一方で，同じ著者による初期の重要な中国語文法の

1つである『通用漢言之法』（λGrα肌mαr　o！伽α±m8εムαη8ααge；

Seエamp0Te1815）はこれまで注目されたことが少ないようである。その理由

は本書の見かけの貧弱さにあろう。だが，その貧弱さの反面にこそ中国語文法

学説史にとって重要な情報が隠されていると思われる。

第一，本書は19世紀以前にカトリック宣教師によって書かれた同類著作

にくらべ，時期的には大分遅いにもかかわらず，先人の成果があまり参考
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にされていない。英語で書かれた最初の中国語文法書の一つとして数えら

れ，本書には中国語文法の原始的な形が示されていること。

　第二，本書では「実用文法」という考え方を最初に明言し，貧弱ながら

理論的に中国語文法を説明していること。

拙稿はこのような視点から当著作を読み直すものである。

一，プロテスタントの中国への伝道のパイオニア（小伝）

　ロバート・モリソン（Robert　Morrison1782－1834）は中国に派遣された最

初のプロテスタント系の宣教師であり，プロテスタントの中国への布教の「パ

イオニア」といわれている。！782年1月5日イギリスのノースムベルランド

（Nort㎞mberユand）生まれ，8入の子供のいる家庭の末子であった。若いこ

ろ，一時期，靴型職人の父親の仕事を手伝った。1801年1月！9日，キリスト教

に入信し，ニューカッスル（Newcast1e）長老教会の牧師レイドラー（Rev，

W．Laia！er）から初級程度のラテン語，ギリシャ語，ヘブライ語などの知識

を習得した。1803年ユ月7日，ロンドン近郊のホクストン（Hoxton）にある

非国教派のアカデミーに入った。ユ805年ロンドン外国伝道会に入会し，コース

ポート（Gosport）でボーグ博士（Dr．R．Bogue）について勉強した。1806年

からワンドンで中国人の楊善徳？（Yong　Samtak）について中国語を習った。

1807年1月31日当会から中国に派遣され，アメリカを経由して9月4日マカオ

に到着した。1809年2月20日マカオでイギリス束インド会社の役員の娘モート

ン（Morton）と結婚し，その日から東インド会社の中国語通訳を務め始めた。

1817年アマースト卿（Lord　Amherst）使団の通訳として北京入りし，中国で

の通商，布教の自由を求める交渉に従事したが，成果をあげらずに帰らせられ

た。1818年マラッカで英華書院（Ang1o－Chinese　Co且1ege）を設立した。1824

年一度帰英するに際して，長年にわたって収集した一万余冊の漢籍をロンドン

大学に寄付することを交換条件とし一て当大学に中国語の講座を開かせ，イギリ

スの中国学はここに発足したと言われている。1834年7月イギリスの駐広東副

領事に任命され，一カ月後の8月1日過労のため急死した。
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二，中国語研究に関する多くの業績

　1807年1月20日付でロンドン外国伝道会は中国へ赴くモリソンにあてて以下

のような指令書を発した。

　「あなたの将来の本拠地は確定できないので，いかなる明確な指示を規

定しても，あなたの行動が制限される可能性がある。それは非常に不利な

ことだと考えた上で，わたしたちはあなたに全権を与える。あらゆる場合

に，自らの知恵と判断によって，仕事を適宜に行う。……あなたが数学家

の職務を見つけて，数学の各学科を教えることを望む。さもなければ，英

語を教えてもよい。・・・…中国語が完壁にできるようになるという大きな目

標を達成するまで，反対されることなく，広州に住むことができると堅く

信じている。」「……あなたは一冊の中国語辞典を編纂するという好運に恵

まれる可能性がある。……あるいはr聖書』を人類全体の三割を占める人々

が喋っている言葉に訳すという好運に恵まれる可能性もさらにある。」1

　モリソンの生涯でもっとも重要な三つの仕事は，この指令の中に全部含まれ

ている。

　まず，第一にあげられるのは『聖書』の中国語訳である。」全21巻からなる

r神天聖書』という中国語訳聖書の全訳はその成果であった。r新約全書』の部

は，大英博物館で見つかった18世紀に中国の四川省に赴いたパリ外国伝道会の

フランス人宣教師のバセ（J．Basset？一？）によって訳された『四史改

編』という訳本を基礎として，モリソンが独力で訳した。『旧約全書』の部は，

モリソンとミルン（Wi11iam　Mi1ne1785－1822）が二人で分担して，共同で訳

した。訳文は明快，単純であることを基本方針とし，余り一般的でない古典的

用語より，日常使用している用語を選ぶことを原則としている。しかしながら

この方針によって翻訳された漢訳聖書は，中国人にとって必ずしも理解し易い

ものではなかった。・その後，いくつかの改訂訳ができ，漢訳聖書の基礎の一つ

となっている。

　第二は，『英華字典』（んD主。亡±㎝αrツ。μ加G肋θ8θ五例8ααgε）という全3

部，計6巻より成る中英辞書の編集であった。各部の構成と内容などは以下の



70 一橋研究　第23巻4号

ごとくである。第一部，表題には「字典」という題名を付けている。全三冊よ

りなる中英字奥で，中国語字典（主に『康煕字典』を参照したという）の体裁

に従い，部首順に配列し，英語による解説を加えている。第二部には，「五車

韻府」の表題があり，初めてのアルファベット配列による中英辞書であった。

冒頭の序文によれば，『五車韻府』は中国語語彙の集成にその生涯を捧げた陳

先生が編纂をはじめ，弟子の合一期により補訂されたものであり，非常に優れ

たものであった。モリソンはそれを底本としながらも，語の配列などにはかな

りの工夫を加えつつ，新しい中英辞書2巻を編集した。第三部は480ぺ一ジよ

り成る英中辞典である。当時において，ヨーロッパの言語で作ったあらゆる中

国語辞書の中で，もっとも優れたものであるという評判で一あった。

　ほかにも，γocαMαrツ。μんεCα航。π〃αZec亡（広東省土話字彙）；Macao，

1828という方言辞書を作成してい孔この辞書は，三つの部分より成乳第

一部は202ぺ一ジで英語から中国語（広東語）へ，第二部は90ぺ一ジで中国語（広

東語）から英語へ，第三部は354ぺ一ジで中国語（広東語）の単語と熟語などか

らなる。

　第三は，中国語の学習であった。これはモリソンが成し遂げたすべての仕事

の基礎であり，伝道会指令の中でも第一の任務であっれ自ら初期の中国語学

習ノートに基づいて，後輩宣教師のために，いくつかの中国語学習用テキスト

を纏めた。その中で，もっとも重要なのは『通用漢言之法』であるが，そのほ

かにも，まだ幾つか別の書物があった。それは以下の通りである。

　D｛αZo馳e8απdD伽。加dSe肋肌e8加伽Cん加θ8e　Lα〃8口㎎θ（中国語対話

集）；Macao，1816．pp1262．

　これは一種の会話学習用テキストであった。全体は31段の対話といくつかの

付録より成る。対話の内容はお茶，木綿などの商売用の応対用語，主人と使用

人の対話，官府との対応など日常に役たつ生活用語が多いが，そのほかにも

『紅楼夢』，『西席記』などの小説や戯曲から抽出したものや，一諺や，笑い話な

どがある。付録としては，度量衡，漢数字，干支記年，招待状，公私の手紙及

び封筒の書き方，官府の告示などを収めている。前書きによると，このテキス

トは，東インド会社のために，著者自らの早期の中国語学習ノートに基づいて

書いたものであった。



ロバート・モリソンとその『通用漢言之法』 71

　λ吻ωOゾCん加α，！orρ〃OZogたαZμ㎎08e8（言語学的見地からの中国概

観）；Macao．1817．pp．vi＋141．

　中国語の中でよく出てくる歴史地理，政府官職，風俗習慣などに関する，現

代風に言えば，文化常識にあたる常用単語集になるであろう。本書の構成は，

まず中国語の見出し語を並べ，それに続いて英語の解釈を付けるというもので

ある。その主な内容は下記のようなものである。①歴史紀年及び歴史大事件に

ついての簡単な記事。これは清朝から遡って，「三皇五帝」まで，王朝順に叙

述したものである6一つの王朝を一節にして，まず歴代皇帝の年号，誼号と西

暦の対照表を挙げ乱その次に，当該王朝の大事件を述べる。王朝の交代，中

外関係，辺境少数民族，政治制度，風俗習慣などは叙述の重点であ乱時々，

西洋同時代の大事件と対照的に並べたところもある。主に『綱鑑易知録』から

取材しだそうである。②地理概要。満州，中原各省，旧藩モンゴル五十一旗，

新藤モンゴル，西域、新彊，新彊蕃属，朝貢諸国などの順番で，主な地名，そ

の経緯度，特殊な事情（蟹戸，チベット仏教など）などを述べている。③官僚

制度。中央三省六部及び地方文武官職の名称，九品制度などを説明している」

④天文暦法。二十八宿，二十四郎令，十二時辰，主な祭日などを叙述している。

⑤儒，釈，道の三教，婚喪習俗，八卦などに簡単に言及してい孔最後には，

「あとがき」と一つの英語索引を付加している。「あとがき」で，中国語の学習

方法などを紹介している。

　α加e8e　M｛scθ〃α〃（中国語雑記）；London，1825．pp．52，and　p1ates，pp．

12．

　中国語に関する以下のような短い論文を納めている。Chinese　Misce11any

（中国語雑記）という題名の下では，漢字の特性を論じた後，373個の小纂，21

4個の部首，411個のローマ字つづりの中国語音節という三つのリスト並びにそ

れについての詳しい説明を挙げている。Extracts　from　Chinese　Authors（中

国人作者の著作からの抜粋）という題名の下では，いくつかの民間の諺らしい

例文を挙げそれにローマ字つづりの読み方，英語の訳文などを付け加えている。

Li七erature　of　the　Chinese（中国文学）という題名の下では，文学，歴史から

地理学，医学にいたるまで中国の伝統学術を広く紹介している。A　Summary

of　the　Chinese　Ancien七Books（中国古典の概要）という題名の下に，r四書
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五経」を概説している。N〇七ices　of　European　In七ercourse　wi七h　China，and　of

Books　Conceming　it（ヨーロッパと中国の交渉並びに関連する書物について

の簡単な紹介）という題名では，古代から本書が書かれた18世紀20年代までの

中国と西洋との交流に関する文献記録や，西洋における中国研究などを紹介し

ている。最後に，Conchsion（結論）を付けている。

三，「実用文法」について

　その外には，拙稿のメイン資料となっているλGrα肌肌αr　oμんe　q肋m8e

ムαη馴α8θ（280＋6pp．）があり，本書の表紙にはさらに漢字の縦書きで「通用

漢言之法」と書かれ，その下にSerampore：Prin七ed　at七he　mission－press，

1815としるされている。

　「序文」の中で著者は幾分の誇りを抱いて，「これは英語で書かれた同類著

作の嗜矢である」宮と書いている。しかし，それより一年前の1814年に同じ

Seramporeで別に一冊，英語で書かれた中国語文法書がすでに出版されてい

た。それは，すなわちマーシュマン（Joshua　Marshman1768－1837）の『中

国言法』（αα泌s洲。α）であった3。二人はそれぞれ，『聖書』を漢訳し中国

語文法を書くという，ほぼ同じような仕事を先を争うようにやっていたが，所

属教会の違いにより，お互いに相手の存在さえ全く知らなかったという。なお，

『通用漢言之法』の序文の日付は1811年3月2日であった。一説によると，本

書は印刷するために1810年の時点ですでにベンガルに送られていたが，何らか

の原因で出版はかなり遅れていた。その原因についてはいくつかの研究論文が

言及しているが，総じて推測の域を出ていない。その真相は今のところなお謎

に包まれているままである。

　序文の中で，モリソンは以下のように述べている，「本書の目的は，中国語

の学習者に実用的な援助を与えることである。中国語の性質に関するあらゆる

理論的な論考は意識的に避けた。このような問題についての議論はもうすでに

たくさんあるが，しかし，今までのところ，われわれの言語で学習者に対して

実用的な援助を充分に施してはいない。この文法書がある程度このような欠点

を補うことを希望している」’。純理論的な追求をしないのが本書の方針であり，

その代わりに翻訳における英語と中国語の対応関係を指し示すのが主なやり方

である。それは本書の構成を見れば明らかである。例えば「動詞・未来形」の
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ところには，

　　　　　　　　　　　　“The　Future　Tense

is　maae　by亡8θαηg将，about（to　be；）亡8εαπg五αe将来，about　t0G0me，

　　　　andん。ω後，afterwards；ん。α｛鵬後来，after　oome．

　　　　　　　　　　　　　‘I　shau　have．’

　　　　　　我GoI将士8θαη8sha11有ツ側have．”5

　英文法の項目を次々とあげて，適当な中国語の例文を並べて，それを英語に

訳し，簡単な解説を加える。何の解説もつけない場合も多い。仮に解説があっ

ても，もっとも多いのは，英語の「どれどれ」は，中国語では「どれどれ」だ

と表現するような程度のものであった。執筆に際して，著者は手元に常に一冊

の何らかのヨーロッパ言語の文法書を置いて，それを見ながら本書を書いたか，

あるいは脳裏にこのような文法体系がすでに定着していたので，書くときには

自然に筆に涌いてくるように出てきたのかもしれない。その元になった本は英

語のものか，ラテン語のものかはわからないが，体系からみれば，英語から取っ

たものが多いように思われる。

　このような原因で，本書は来法書よりむしろひとっの文法体系に沿って編集

した英語・中国語の対訳虚詞辞典に近いものになっている。例えば「前置詞」

と「接続詞」の部においては，

前置詞

　0f　　　　　之，的。

　in七〇　　　　　往，進，入。

　WithOut　　　之外，除了。

　dOWn　　　　下。

　to　　　　　　到，至。

　on　or　upon　　上。

　up　　　　　上，起。

　be1ow，under　底下。

　mder　　　　之下。

for　　　　　　　替，代，因為。

within　　　　　　裏，裏面。

with　　　　　　　同，用，以。

from　　　　　　　自，由，従。

at　　　　　　　　在，到。

in　　内，之問，之心，中間，於。

OVer　　　　　　越。

above　　　　　　高過於，首上頂。

before　　　　　　前。
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behind　　　　後。　　　　　　beyond　　　　　　之外。

againSt　　　挨埋（埋，広東語？）

over　agains七　対面。　　　　　through　　　　　通。

about　　　　周囲，大約，及。among，amo㎎st」夜這睾之内，之中。

be七ween　　　中問。　　　　　near　　　　　　　近，自……至。

接続詞

　though，aユthough　　雑然。　　　and

　if　　　　　　若，儀，如。　　so

　aS　　　　　　照，如，既，随。aS　Soon　aS

　1es七　　　　　如不足。　　　　than

　because　　　　因。　　　　　　　neither

　both　　　　　両個。　　　　　un1ess

　notwithstanding　尚且。　　　　yet

　but　　但，惟，但是，即，然。nor

　e舳er，Or　　或……或。

而，及，又，並。

如是，以致。

即時。

於。

両個不足。

不燃。

還。

亦不。

　まず英語を見出しとして取り上げ，その次にこれに対応する中国語及びその

例文・英訳文をつけ加えて・一つの項目を終えてい私もし配列順序をアルファ

ベット順，或は漢字の部首順などに替えれば，ただちに虚字辞書や語彙表のよ

うなものになるはずである。

　文法学は，ラテン語から欧州俗語やそのほかの中間的な形の諸言語を経て，

中国語までに至り，その学問は大きな変貌を成し遂げた。ラテン文法では，そ

の主な内容は，音韻屈折によって表した品詞の役割の変化とシンタクスにおけ

る品詞同士の支配一対応関係であるが，小辞と語順はさほど重要なものではな

かった。近代欧州俗語や，ユーラシア大陸の中間地帯に渡る遊牧民族が用いる

いわゆる膠着諸言語の場合では，音韻屈折が少なくなるに連れて，謝順と小辞

は次第に重視されてきたが，その重要性は中国語ほどではなかった。ラテン語

とは対照的に中国語では音韻屈折があまり発達していない。虚詞と語順は中国

語文法のもっとも重要な手段となっている。このような実情を反映し，これに

対応するために，中国語文法学の内容もほぼ全く違うものとなった。例えて言
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うならば，同じお碗を研究対象としても，木のお碗と鉄のお碗とは，入れ物と

しての役割は一緒であるが，その造りかたは全く違うようなものである。文法

学は単なることばの組み合わせの規則を研究する学問としてだけ名前を残した。

その内容と研究方法は大きな変貌を成し遂げた。

四，grammarの範囲

　今のところ，文法学といえば，どうしても「品詞論」や「統語論」だけの話に

なりがちだが，19世紀以前の中国語文法書はどうもそうではないような一面が

あっ㍍例えばモリソンの『通用漢言之法』の構成は以下のようになっている。

音韻文字論

品詞論

中国式の文字の注音方式（反切）

ヨーロッパ式の注音

中国語の音節表

音調（四声）

音調を練習するための表

漢字

部首

中国語辞書の使い方（検字法）

名詞　　　　　　量詞表

　　　　　　　　「者」

　　　　　　　　数

　　　　　　　　格

　　　　　　　　性

鰯1二黒
数詞

∵籔
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L　　関係

　　分配

　　不定

有

是

能願動詞

勧告

「加」，「打」

非人称動詞

副詞

前置詞

接続詞

間投詞

統語論

舳一k讐1∴見
　このような構成を見れば，まず気づくのは，ここにいうgrammarの範囲が

ほぼ現在の中国語概論に相当するものであることだ。19世紀以前の西洋人宣教

師たちによって書かれた中国語文法書は，この面についてほぼ同様であった。

音韻から始まって，文字，品詞，統語など，あるいは作詩法，方言，中国語の

性質まで，と全面的に論ずるかたちのものがほとんどである。

　その原因には二つあると思われる。まず，本書の源流となっている中世ラテ

ン文法は現在の文法学の範囲よりずっと広いこと。次には中国語の実情を考慮

していろいろ工夫した結果であることだ。

　中世ラテン文法，普通，二つの部分によって構成されている。「第一は，記

号の性質上のもので，つまり音と文字として扱われる。第二は，それが表す意

味で，つまり人問が自分の考えを表明するためにそれを使用する仕方であ

る。」眉つまり，当時の文法書はまず記号の体系を紹介する部分があり，ある言

語を記録するに当たって，いくつかの母音，子音をあらわす文字が必要だとい
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う内容のものである。この部分は後世，独立して音韻論と文字論になった。中

世以前はまだ分かれておらず，文法学の一部となっていた。故に，当時の文法

学の範囲は品詞論と統語論だけではなく，音韻，文字論までが含まれていたの

である。初期大華宣教師の中国語文法はこのようなラテン文法を手本として書

かれたものであるので，まさに中世ラテン文法学の学問的な性質を反映して，

そこには文字からシンタクス論までのすべてが含まれていた。

　さらに，中国語の場合，固有文字である漢字がある。grammarは「文字の

学問」であり，学間の性質から見れば，漢字の学問はgrammarに入れるべき

だと考えていたらしい。その上，外国人の学習者のためにローマ字をも使って

いる。そこで，文字体系に関して，インドーヨーロッパ諸言語を表記する場合

はただ音を表すアルファベットのような音標文字だけが使われるが，中国語の

場合ではローマ字と漢字の二つの系統となってしまった。モリソンの時代では，

ローマ字は単にすでに使い慣れた西洋人宣教師にとって中国語学習の入門時に

おける臨時の手助けに過ぎず，使い捨ての割り箸のようなものであった。中国

語を表す本当の文字はあくまで漢字だと彼は考えていたらしい。より詳細的な

論述は「七，東洋と漢字」の節を参照されたい。

　このような事情により，文法書の内容は上言己のようにふくらみ，一文法学の範

囲も現在より一回り広くなっている。

五，品詞論と統語論

　かつて，呂叔相氏は「r（馬氏）文通』は字を実字と虚字の二つに分類し，さ

らに実字は名字と伏字，静学，動学，伏字に，虚字は介字と連字，助字，嘆字

（間投詞）に分類した。この九つの分類は基本的には合理的であるので，これ

までのところ，『宇』を『詞』に改めた以外は，大きな変化はなかった。現在

通用している分類と比べてみれば，ただ数詞は形容詞（静学）から分かれて，一

つの単独の分類になり，量詞という分類を増やした。そのほかには，ある品詞

の分類を幾つかの子目に分けた。例えば，名詞の中には方位名詞を，動詞の中

には馬氏がすでに分けた同動，助動以外に，．方向動詞を増やした。そのくらい

の進歩にすぎない。」7と語っている。実は，宣教師の文法書にはこのような品

詞の分類がすでにできていた。『馬氏文通』と現在の通用する分類，モリソン

文法の三者の品詞分類を並べると，下表のようになる。
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現在の術語 馬氏文通 モリソン

名詞 名字 nOun

形容詞 静字 adj㏄tiVe

動詞 動字 verb

代詞 代字 pronoun

副詞 状字 adverb

介詞 介字 preposi七ion

量詞 numera1

数詞 number

連詞 連字 COnjunC七iOn

助詞 助字 par七ic1e

嘆詞 嘆字 interjeCti㎝

　表から明らかなように，『馬氏文通』より「モリソン文法」の方が詳しく，

量詞と数詞も分類され，現在の通用体系とほとんど同じものであることがわか

る。なぜならば，現代通用している中国語文法学の術語は主に英文法から導入

したものであるので，『馬氏文通』よりrモリソン文法」により近くても不患

議はないわけである。

　ラテン文法を一から学びながら中国語文法を書く中国人にとってはこのよう

な作業は難しかったかもしれないが，西洋入にとって．このようなやり方は比較

的易しいことであった。ラテン文法や英文法にすでにある文法体系をそのまま

引き移して，中国語の例文を適当に入れ込めば，全部の作業が完成するわけで

ある。西洋人宣教師によって書かれた中国語文法は，ラテン文法をすでに身に

っけている外国人の宣教師たちが中国語を学習するために作られたものであっ

たので，このようなやり方を選んだわけであろう。

　品詞論の分類はラテン文法をそのまま引き移して完成したが，統語論にはい

ると，難間が涌いてきた。著者は，r厳密にいえば，中国語の形容詞は（私た

ちはすでにこの術語を使っているが）性，数，格の区別がないので，それは自

動的に実詞と呼応する。また，動詞もあらゆる人称，単複数において同形であ

るので，常に主語と呼応する。最後に，名詞の形式も動詞の影響によって変化

することがないので，ここでは，呼応，支配という，普通，統語論の最も重要

な部分をなしている頷域は全く必要がないのである」壇という認識に基づき，
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「文章における単語の正しい語順にっいてのいくっかの注意が中国語文法の統

語論に含むことができるすべてである」日と述べている。つまり，割1頃は中国

語文法の統語論の主な内容だとモリソンが分かっていたにもかかわらず，ラテ

ン語にとって語順は重要でない。英語においてはラテン語よりやや重要な投書1」

を果たしているが，中国語に引き移して，完全に適用できる体系はその当時に

おいてまだ完成していなかったので，最初から始めるしかない。結局，次のよ

うなものしか作れなかった。

「1．主格の名詞は所有格の名詞の後に置かれる。

例えば，這個人之児子（この人の息子）。

両広総督大人（両広総督殿）。

2．官職の次にその官職を担当する人間の名前が置かれる。

例えば，順徳県周詐熈（順徳県＜知事＞周柞煕）。

香山県彰（香山県＜知事＞彰）一。

3．動作の時間の表現は動詞の前に置く。

例えば，他明天将来（彼は明日来る）。

4．日付を表すには年，月，日の順番である。

例えば，嘉慶十六年二月初一日稟（嘉慶16年2月1日申す）。

5．形容詞はふつう名詞の前に立つ。

例えば，高山（高い山）。好人（良い人）。

時々，名詞の後ろに来る場合もありうる。

例えば，地方好人。好大地方（たいへん広いところ）。

6．特別強調の場合，形容詞は名詞の後ろに付く。

例えば，事情人（重要な事柄）。

這個係一端事倣得狽（この件は非常によくない）。

7．時々，形容詞は名詞のあいだに動詞を挟むことによって名詞から離さ

れる。

例えば，大有関係（大きく関わっている）。

8．文章の頭にある「無」は，特別の表現がない限り，文全体にかかる。

例えば，無処不問，一方不見者（どこでも聞ける，どの方向からでも見え

る）。
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無義之不詳，一音之不備（注釈が詳しくない単語，欠けている音素は一つ

もいない）。

9．二重否定は強い肯定になる。

例えば，兵船無不被壊了（壊されていない船がない）。

祢無不知（あなたは知らないことがない）。

祢不得不知（あなたは知らざるを得ない）。∫

一見してすぐ分かるように，これは非常に貧弱な毛のである。厳密な体系は

もちろんのこと，すべての要点を掴んでいるとも言い難い。

六，性教格と時制，述法などについて

　インドーヨーロッパ諸言語はいわゆる屈折語であり，名詞の性，数，格や動

詞の叙法，時制，人称などの形態変化がある。それと対照的に中国語はいわゆ

る東洋の孤立語であり，形態変化はあまりそろっていない。このような言語構

造上の開きによって，ラテン文法を中国語に引き写すに際して，必ず不都合が

生じてくる。ある程度の理論的な説明が必要になるわけである。それについて，

著者は「すでに言ったように，中国語の単語は一つの音節によって構成されて

いる。ここで，私たちは中国語には何の語尾変化もしないことに注目する。名

詞は数，格，性によって語尾変化しない。動詞のあらゆる叙法と時制，人称の

前にも同形を保つ」’’，「単数も複数も名詞は同形である」’呈，「厳密にいえば，中

国語の名詞には『格』というものはない。なぜなら，それらは語尾変化しない

からである」岨とはっきり言っている。その次に，rしかし，本書はこの言葉の

学習に実用的な援助を与えるために書いたものであって，一般的な格の区別を

保留する」’4と書かれている。理論上の解釈はともかく，学習者に実用的な援

助を与えるために，学習者として想定された宣教師はすでにラテン文法に慣れ

親しんでいたので，そのような項目を便宜的に設けて，それと対応する中国語

の表現を教えるのが本書のやり方である。例えば，「普通，他の言語の中での

格変化と動詞の変化にあたるものは，中国語においては，．もう一つの単音節語

（つまり漢字である一引用者）によって行われる」’5と解説されている。確かに

中国語の単語（漢字）は単音節語であるので，語尾の変化や，音声の屈折がない

が，それに替わるものとして，もう一つの音節語（漢字，すなわち「虚詞」で
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ある）を付け加えて，そのような役割を果たさせるわけだと著者は考えている。

例えば，名詞の部においては，

「名詞の格は虚詞によって構成される。

虚詞の『的，之』は属格を構成す孔例えば，

憲官的筆（憲官の筆）。孟子之母（孟子の母）。」

「与格は主に虚詞の『與，過，封』によって構成する。例えば，

祢與他送這箇（これを彼に送って）。祢封地説（彼に言って）。」蝸

「奪格は『由，自，従，同，以」によって構成する。例えば，

他由英吉利国到広東未了（彼はイギリスから広東に来光）。

諸尊駕同我田街（私と一緒に街へ出よう）。

所悪於上，勿以使下（上の人にされたくないことを下の人にもするな）。」’f

　動詞の部では，「動詞のあらゆる人称の単数と複数は同形を保つ。叙法と時

制は助詞によって作られる。これらの用法は実例によって説明する」’ヨと簡単

に説明した後，動詞の「to　have，to　be，do，must，ought，shou1d，may，

can，wi11，1et，to　advise……」などの順番で，それぞれに対応する中国語の

表現を紹介している。各項目の下で，「人称，単複数，時制，叙法」ごとに例

文を上げ，訳文をつけている。例えば「to　have」の場合，

「to　haveは漢字の『有』で表現する。

直接法，現在時制

単数：我有（私が持っている）。

　　　祢有（あなたが持っている）。

　　　他有（彼が持っている）。

複数：我椚有（私たちが持っている）。

　　　祢椚有（あなたがたが持っている）。

　　　他椚有（彼らが持っている）。

我斉一本書（私は一冊の本を持っている）。」

「疑問：祢有甚腫貨物買（あなたは何か売りたい商品を持ちですか）。」

「未完了時制1我先時有（私は昔持っていた）。
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我前時有（私は前持っていた）。

我従前有（私は以前持っていた）。」旭

　以下，「完了時制，過去完了時制」などの時制，およびそれぞれの叙法を次々

に並べている。要するにそれぞれの時制，叙法に対応する中国語の表現を紹介

するわけである。そうするとまたr種の虚詞論に近いものとなってしまった。

「しかし，学習者は常に虚詞が使われていると期待してはならない。このよう

な虚詞を省略する場合もしばしばある。例えば，『天朝法律』。」㎜とある・。ここ

には，属格を表す「的」或は「之」は使われていない。このような場合におい

ては文脈によって判断するしかない。

　とにかく，理論上の議論をなるべく避けて，．英語と中国語の翻訳上における

意味の対応関係を読者に紹介するのが本書の主旨なのである。

七，東洋と漢字

　西洋人の中国語学習者にとって，昔も今も，漢字はどうしても避けがたい難

関である。漢字について，序文一の中で，「学習者は漢字に特別に配慮してほし

いと著者は強く勧める」蛆と書いている。

　その理由は，まず，西洋人にとって漢字は全く新しい領域であり，特別の努

力を払わなければならないのである。「中国語を除けば，あらゆる時代の言葉

の学習は，私たちが子供時代からすでに築き上げた基礎の上に成り立っている。

私たちはいくつかの音声記号としての字母を熟知している。そのような字母を

簡単に連結したり，その組み合わせを見ただけではっきり発音したりする。そ

の次にさまざまな組み合わせを覚えたりをする。これらは大きな労力の賜物で

ある。あらゆるアルファベット文字の言葉を習うときにおいても，私たちはまっ

たく同じ計画で進む。そして，日々，知らず知らずのうちに，われわれがすで

に手にした成果の利益を享受する。しかし，中国語を習うときは，私たちはまっ

たく新しい方法を用いなければならない。ここにはアルファベッートがない。こ

の種の文字は，見るだけではその発音を確認することがまったく不可能である。

発音とは無関係に，この種の文字は意味を伝えようとするからである」朋。・した

がって，中国語学習の初心者にとって，最初の段階で漢字を覚えれば，後の学

習にとって非常に有益である。「……最初からこのこと・を注意すれば，将来は
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もっと容易に且つ楽しい進歩が得られる。中国語の学習を単に単語の発音に限

定するより，進歩はもっと速いと著者は考えている。」朋彼の話では，西洋人の

宣教師の中には，数十年にわたって中国に住んでいて，言葉は話せるが，漢字

を覚えられない人がいた。「著者は中国にいる10人ほどのカトリック宣教師を

個人的に知ってい・る。イタリア人，フランス人，ポルトガル人で，彼らは宮廷

或は辺境地区に，14年から30年もいたが，たったの3人しか中国語を読めない。

その内の4人は長年にわたって北京にいるが，漢字を一字も分からない。」囲

　しかし，宣教師にとって，漢字を書けることは，東アジアの布教活動には非

常に重要なことであった。なぜならば，その当時において，漢字と漢文は東ア

ジア地区の共通語であったからである。「北はロシアとの国境から，西は中国

のタタール地区全域まで，．東はカムチャツカ半島まで，さらに朝鮮，日本，琉

球群島，下ってはコーチシナと付近の島々，さらに，海の対岸のペナン，マラッ

カ，シンガポールないしジャワまで，至るところに中国系の移民がいる。こう

いう地区全体では，方言がかなりかけ離れているので，話し言葉は分からない

が，中国語の書き言葉ならみな分かる。航海者，商人，旅行者，キリスト教の

宣教師は中国語を書くことさえできれば，自分は東アジア全域で理解させるだ

ろう。」盟近年さかんに議論されている「漢字文化圏」現象を実は19世紀初頭の

モリソンはすでに気づいて，指摘している。

　さらに，17，18世紀あたりに，西欧諸国で盛んに議論されていたr普遍言語」

と「表意文字」について，本書では以下のように論じている。「ウィルキンズ

司教（Bishop　Wi1kins）は彼の『普遍言語」（σ〃リεr8αZ－Lαπ馴α8θ）という著

作の中で，音の記号ではなく，あたかも中国語が所有すると彼が聞いたような，

意味を表す記号やシンボルを備えた何らかのシステムを普遍言語として希望し

た。おそらく，中国語の書き言葉が万人のものになるかもしれないと期待する

のも幻想ではないであろう。」閉「漢字が意味を表しているという点でどれほど

成功しているか，そして，表音と書記の二つの長所が本当にあるとすれば，漢

字が音を表していないという欠点を充分に補っているか，あるいはそれを凌駕

するものであるかということは，中国語とアルファベット言語と両方を熟知し

ており，これを公正に比較できる人によって決定されなければならない」肝。イ

エズス会士の報告によって，漢字はヨーロッパの人々に知られるようになった。

世界言語のバベルの塔以降の「混乱」から脱出して，単一言語へ回復する試み
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の一つとして，アラビア数字や漢字のような「表意文字（ideograph）を’模倣し

て，一さまざまな「統一言語」や「真正文字」が考案された。その中でライプニッ

ツ（Leibniz1646－！716）の「普遍的計算記号」（specimen　ca！cu1i　univers邑1is）

とJ．ウィルキンズ（J．Wi1kins）の・『真正文字哲学言語試論』（挑8α〃。ωαr∂

αreα王。んαrαc蜥απ∂αρ〃050ρ肋αZZαπ馴αge；London　1668）は特に有名

であった。かつて，ラテン語が一時代前のローマ・カトリック教会に普遍的に

役立ったように，プロテスタント教会に役立っ「真正文字」を新たに所有する

ことは当の宣教師たちの願望であった。モリソンの議論はこのような時代と学

問を背景にしてできたものであっ㍍一種の古い議論の巻き返しにすぎないよ

うに見えるが，人間は異文化とのコンミュニケーションをはかるために，多大

な時間とエネルギーを外国語の学習にかけっづける状況を改善しなければ，こ

のような巻き返しは形を変えながら繰り返されっづけるであろ㌔

おわりに

　ロバート・モリソンの『通用漢言之法』は西洋人キリスト教宣教師の中国語

学習の一助として編纂された一冊の「実用文法」書である。「実用文法」とい

う言い方の背景に，「中国語にはいったいgrammarがあるのかどうか。たと

え有るとしても，いったいどのようなものであろうか」という難問が窺える。

このような問題を解明するのは至難なわざであり，多大な時間を要する6当面，

宣教師語学学習の急務を助けるために，このような理論問題をとりあえず棚上

げし，宣教師たちがすでに身につけていたgrammarの枠組を最大限に活用し

て，系統的に中国語を覚えさせることが「実用文法」の狙いであっ㍍このよ

うな学習法はモリソンからはじまったのではなく，むしろ宣教師の語学学習の

「伝統」的なものであったが，理論的な説明を試みたのはおそらくモリソンが

最初であろう。当著作の構成は，英文法の枠組に中国語の例文を入れるだけで

すべてのことがすむ。故にその目的は中国語の文法を解明するより，むしろ，

英文法に中国語でどう対応するのかにあるのだと思われる。

　そのほかに，当著作は官話と方言，韻律学と作詩法など中国語のさまざまな

面についても言及しているが，これらに対する詳細な研究は他日に譲るつもり

である。
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注釈

1Mrs．Morrison：M召mo油s　oμ加L伽α〃Lα6o〃s　oゾ月。6刎M’orr｛so几；

Londonユ839．P．961“Under　the　uncertainty　in　which　we　are，as　to　the　spot　where

you　may　reside，it　would　be　highユy　improper　in　us　to　restrict　your　conduct　by

anyspecificinstructions－Wemustnecessarily1eave　youa士ful11ibertyto　acton

evGry　occa昌ion　according　to　tho　dictates　of　your　own　prudencθand　discretion．

　　　　we　hope　you　wi11find　an　opportunity　ofθxercising　the　profession　of．a

mathematician，and　do1ivering1ectures　on　it昌various　branches；and　a1so　ofgiv－

ing　instruction　in　the　Eng！ish1anguagθ；……Wetrustthat　no　objection　win　be

madotoyourcontinuinginCanton，ti11youhavea㏄omplishedyourgroatob－
joct　of　acquiring　the　Ianguage．・…・・porhaps　you　may　have　the　honor　of　forming

a　Chinese　Dictionary，……orthe　stin　greater　honor　of　translating　the　sacred

Scriptures　into　a　Ianguage　spokenby　athird　partofthehuman　ra㏄．”

2R．一Morrison＝λGrαmmαr　o！肋召C〃msεムαπg砒αgθ，Seramporeユ815．

Preface：“it　isthe　first　work　ofthe　kind　in　Eng1ish”．

3マーシュマンとその『中国言法』については，別の論文を準備しているので，ここ

では言及しない。

4η。M…1・㎝：λG・α肌mαNμ加Cん1ηε・εムα㎎砒αg・，S…mpo・e18ユ5．

Prefa㏄：“Thθobject　of　the　fouowing　work　is，to　afford　practica1assistance　to

the　student　of　Chinese．A11theoretica工disquisition　respecting　th臼naturθof　the

！anguage　has　beenpurpose1y　omitted．Onthis　subj㏄t　much　has　a1roady　been

said；but，as　yet，in　our1anguage1itt1e　practica1assistanco　has　bθen　afforded

to　the　student．It　is　hoped　that　this　grammar　wi11，in　some　degree，supply　the

defect．”

5ibid．p．122：「動詞の来来形は『将』，『将来』，『後」，『後来」などの単語によって構

成される。例えば，『武将有」。」

o　C．ランスロー＝A．アルノー著十南館英孝訳：「ポール・ロワイヤル文法』大修館書

店1972年。p．5．

7呂叔相十王海象：『馬氏文通読本」上海教育出版社1986年。p．51「『文通」把手（詞）

分成実字和虚字。実字五類：名字，伏字，静学，動学，伏字；虚字四類：介字，連字，

助字・嘆字。這九類字的劃分大体上是合理的，発展到現在，除把手改為詞，也還没有什腫大

変化。傘現在通行的分類来比較，只是把数言司従形容詞（静学）中分出来，単独成為一類；

増加了一類量詞。此外就是在某些詞類中分出若干附類，知名詞中分出方位詞，動言司中陰馬

氏已割出的同動，助動両個附類以外，又分出一類趨向動詞。」

日R．Morrison：λGrα肌肌αr　oμ加Cん抗召8εLαηg砒αge，Seramporeユ8ユ5．p．268：

“As　the　adjective　in　Chinese　has　not，strict！y　speaking，though　we　use　the

terms，any　distinction　of　gender，number　or　casθ，it　necessarily　agrees　with　the

substantive：again，as　the　verb　is　the　same　in　every　person，in　both　numbers，it

a1ways　agrees　with　its　nominative；and　fina11y，a昌the　form　of　the　noun　is　not

a1tered　by　the　influence　of　the　verb，there　is　no　p1ace　either　for　Concord　or
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Govemment，whichtwo　generaユ！y　constitute　the　most　materia玉parts　ofthe　syn－

tax　of　a　languago．”

日ibid．p，268：“A　few　remarks　on　thθright　order　of　words　in　a　sentence　is　a11

that　can　be　included　in　the　Syntax　of　a　grammar　of　the　Chinese1anguage．”

　loibid．p．268＿272：

　　“ユ．A　noun　inthθnominative　case　fonowsthat　comected　with　itin　the　posi－

　tive，as：’This　man’昌son．’這個人之児子。’His　Exce11ency　thθViceroy　of

　　Canton　and　Kωαπg－s｛．’両魔総督大人。

　　2．After　tho　name　of　office　fo11ows　tho　person’s　name　fi11ing　that　office．Thus，

　順徳県周柞煕。‘Cん。ω一触e一加，the　H召θηoゾSん砒π一亡θ’香山県彰。‘Pα肌g，the　Hεeπ

　　ofHeαπg一曲㎝’一・

・3．Thetimeofanaction，precedesthe　verb　expres呂ing　that　action．as，他明

　　大将来。‘He　wiu　come　to－morrow’

　　4．In　dates，theyear　precedesthe　month，and・the　month　the　day。‘Thus　A

　　Potition　ofthe　first　day，ofthe昌econd　moon　of　the16th　year　o｛Kεα一K加g’，

　　rendered　into　Chinese　is　inverted．As，嘉慶十六年二月初一日稟。

　　5．Adj㏄tive　gonerauy　precede　the　noun，As，高山。‘A　high　hi11’好人。‘A

　　good　man1，Sometime　they　may　either　prθcθde　or　foI1ow　the　noun．As，地方

　　好人。好大地方。‘A　very　extensive　country．’

　　6．When　a　particu！ar　emphasis　is1aid　on　the　adjective，it　fo！1ows　the　noun；

　　a1so　when　it　i日a㏄ompanied　by　an　adverb．As，事情人。‘An　important　affair’。

　　這個係一端事倣得狼。’This　is　an　affair　extreme1y　base！’

　　7．Thoadjectiveissometimesseparated　from　thenounbythevθrb　comingbe－

　　tween．As，大有関係。’It　has　important　consequences．’

　　8．γoo無，atthebegimingofasentθnce，isunderstoodtoapplytoeverysuo－
　　ceeding　member，un1ess　there　be　some　tum　in　the　expression．As，無処不闘，

　　一方不見者。‘There　is　no　pIace　where　it　is　not　heard，no　quarter　in　which　it　is

　　notse㎝．’……無義之不詳，一音之不備。‘Thθre　shou1d　be　no　sθnse，（of　the

　　character　which　was）not　fuI1y　exp1ained≡no　pronunciation　whioh　was　not

　　giVen．’

　　9．Two　nθgatives　l］ユake　a　strong　affirmative．As，兵船無不被壊了。‘That　vesse1

　　must　inevitab1ybe1o昌t．’祢無不知。‘You　cannot　but　kno甘，or－you　know　it

　　fully．’祢不得不知。‘You　cannot　but　know，or－you　must　know．’’’

ll　ibid．p．37：“H　has　a1ready　been　observed，that　words　in　the　Chinese1an－

guage　consist　of　but　one　sy1！ab1e≡we　now　remark　that　these　are　a11indec1ina－

b1θ．Thenumber，case，orgenderofNounsproducesno　changeoftermination＝
they　remain　the　same　in　every　mood，tense　and　person　of　the　verb．”

1里

奄b奄пDp．60：“ThG　Noun　i呂the　same　in　the　p1ura1as　in　the　singuIar．”

1壇

奄b奄пDp．62：“It　is　aユready　that，strict！y　speaking，Nouns，in　the　Chine昌e

Language，have　no　cases，for　they　do　not　undergo　any　change　of　termination。”
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1』

奄b奄пDp．62：“but　as　this　work　aims　only　to　afford　practica1assistance　in　the

acquisition　ofthe　Language，the　usua1division　of　cases　is　rθtained、”
1石

奄b奄пDp．37：“Whatis，in　othor！anguage　gemrany　effected　by　d㏄1㎝sion　and

conjugation，is，in　Chinese，Performθd　by　separate　monosyllables．”
1石

奄b奄пDp．62－3：“The　cases　of　nouns　are　formed　by　particles．The　particles亡eε

的pertainingto，andc加之pertainingto，fromthegenitivecase，as，憲官的
筆。‘Thepenci1ofMr．珊舳．’孟子之母ぺThe　mother　of　Mencius。’”“Tho　partic1es

thatformthedativocasearech｛eflyy砒與to，んωo過passingto，加ツ封to－
wards：over　against．Thus祢與他送這箇。」Pres㎝t　this　to　him、’……祢封地説。

‘Speak　to　hi工n．’”

17 奄b奄пDp．65：“The　ab1ative　is　formed　by　the　partic1esツ召ω由，from；亡seθ自，

from；施砒πg従，from；加几g同。，with；e以，by．Thus，他由英吉利国至1」広東未了。

‘He　came　from　EngIand　to　Canton．’諸尊駕同我田街。’Pray，Sir，wi11　you　wa1k

out　with　me？’・所悪於上勿以値下。”

1日

奄b奄пDp．113：“The　verb　remains　the　same　through　every　person　in　both　num－

bors．The　Modes　and　Tenses　are　made　by　auxihary　words，the　appユication　of

which　we　sha11i11ustrate　by　examp1es．”

1日ibid．p．ユ13－51“Tohaveisexprossedbythecharacterツεω有．IndicativeMode1

present　tenso：singu1ar我有。‘I　have’祢有。‘Thou　hast’他有。・‘He，she，or　it

hath　or　has．’P1ura1我僧有。’We　have’。祢椚有。‘Ye　or　you　have’他個有。’They

have．’我斉一本書。‘I　have　a　book．川“Interrogativeユyイボ有甚腰貨物賓。’What　have

you　to　se！1？’”“Imperfect　Tense’I　had．’我先時有。我前特有。我従前有。”

珊ibid．・p．63：“The　studont，however，is　not　to　expect　tho　invariabユe　use　of　these

partic1es；they　are　often　omitted，as天朝法律’The1aws　of　China，’or，as　they

styletheir　country，the　Celestia1Empiro”．
呈ユ

奄b奄пCp，iii：“The　writer　strongly　r㏄ommends　it　to　the　student　to　pay　par－

ticu1ar　attention　to　the　Chinese　charactor．”

朋ibid．p．1：“Inユeaminganyユanguagθ、ancientormodem，Chines臼excepted，

we　bui1d　on　the　foundation　that　was　laid　in　childhood．We　than　acquirθd　the

know1edge　of　a　few　charaotors，the　signs　of　simple　sounds．To　be　able　to　com－

bine　these　with　readiness；to　articulate　a　number　of　thom　joined　together，on

firstseeingthem；andtoremembertheir可ariouscombinations，wastheresult

ofeveryoonsiderable1abour．Inlearningeverya1phabetiblanguageweproceed

onthe昌amep1an，anddai1y，thoughwemaynotadvorttoit，experiencethθad－
vantage　of　our　previou昌attainments．But　in　attempting　thθChinese！anguage

we　haveto　enter　on　an　intire1y　mw　method．Theyhaveno　a！phabet．The　char－

act8r　presents　nothing　to　the　eye　by　which　its　pronunciation　can　be　ascertained．

工t　attempts　to　communicate　to　the　meaning，regard1ess　ofthe　sound．”

　盟Ibid．p．iii：“Ifthis　be　attended　to　at　first，it　wiユl　render　his　future　progress

moreeasy，morep1ea呂ant，andinthewriterls　opinionエnorerapid，thanifhe
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。onfined　himse1f　mere1y　to　the　pronunciation　of　words。”

蝸R．Morrisonl　Cん杭es召M’土sc〃αηツ，London1825．p．51：“The　writer　of　this

Misoe11any　knew　person畳11y　ten　Catho1ic　Missionaries　in　China－Ita1ians，

French，and　Portuguese－who　had　resided　at　Court，or　on　the　frontier，fromユ4

to30years，and　on1y　threo　of　them　cou工d　read　Chinese：一four　of　them　had　been

manyyearsinPeking，anddidnotknowa－sing1eChinesecharacter．”
蝸ibid．p．1：“from　the　borders　of　Ru昌sia　on　the　North，throughout　Chinese

Tartary　in　the　West，and　in　the　East　as　far　as　Kamschatka；and　downwards

through　Corea　and　Japan；in　the　Loochoo　Is1ands，Cochin　China，and　the

Is1ands　of　that　Archipelago，on　most　of　which　are　Chinese　sett1ers，ti11you

comedownto　the　equinoctia11ine　at　Pinang，Malacca，Singapore，and　even

beyond　it　on　Java．Throughout　a11　these－regions，however　dia1ects　may　differ，

and　ora11anguage　be　confounded，the　Chineseωr北上ε几1anguage　is　understood

by　an．The　voyager，the　merchant，and　the　trave11er，　and　the　Christian

Missionary，ifhecan〃加Chinese，maymakehimselfundθrstoodthroughout
the　whole　of　eastem　Asia．”

蝸Ibid．p，1＝“Bishop　Wiユkins，in　his　Work　on　a　UniversaユLanguage，wished

forsomesystem　ofsignsorsymbols　ofideas，suchashehadheardtheChinese
possessed，in昌toad　of　signs　for　sounds．It　is，perhaps，not　chimerical　to　expθct，

thatthe　Chinese　written　medium　ofthought　wi11one　day　becomeuniversa1．”

”R．Morrison，λGrα肌肌αr　oμんεC〃πesεLαπg砒αg召，Serampore1815．p．1：

“How　far　it　succeeds，and　whether　this　advantage，if　rea11y　possessed，equals

or　overba1ances　the　oちvious　def㏄t　of　not　conveying　the　sound，must　be　deter－

mined　by　those　who　are　masters　of　Chinese　as　we11as　of　an　aユphabetic1an－

guago，andso　abユeto　makeafaircomparison．”


